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非正規化が正社員の人材育成に与える影響 : A大学
職員の事例分析









































　第 1 の問題は，複数雇用区分を原因としたコミュニケーション不全である。Goulding  and 
Kerslake（1996）は英国の大学・公共図書館等の図書館情報サービス機関の管理職を対象に，複数
雇用形態を含む非正規化の影響についてアンケート調査とインタビュー調査を行っている。その結
































































































































































































































ター就職支援課（以下  就職支援課）の 3 部署を選び，管理職および一般職員の合計 10 名に，60


















1998 238 － 学務教務事務の教材印刷室に派遣職員を配置
1999 238 －
2000 244 －
2001 260 － 教務事務の窓口業務に派遣職員を配置
2002 256 69 325 21.23
2003 250 71 321 22.12
2004 263 75 338 22.19
2005 261 71 332 21.39 財務構造の見直しに伴い，人件費比率の抑制が決定
2006 255 76 331 22.96 全学的にアウトソーシングを検討
2007 268 89 357 24.93 アウトソー シング（派遣・業務委託）の積極的導入開始
2008 272 120 392 30.61
2009 291 142 433 32.79 派遣法の改正に伴い，派遣から嘱託に一部変更



































教務部副部長 12 年 33 年 教務事務課，共通科目，その他教学関係全般を統括 2 回
教務事務課一般職員 6 年 10 年 学部教務担当を経て，共通業務（学事）を担当 1 回
教務事務課一般職員 3 年 6 年 教務システムおよび教務システム業務委託管理を担当 1 回
図書館事務部長 2 年 33 年 図書館全般を統括。過去に 5 年間別館 B に配属 1 回
図書館学術情報課課長補佐 9 年 23 年 図書の受入・目録・装備の業務委託管理を担当 1 回
図書館学術情報課課長補佐 22 年 22 年 図書の選書担当。司書採用 1 回
図書館利用支援課一般職員 3 年 7 年 閲覧業務の業務委託管理を担当 1 回
図書館学術情報課一般職員 3 年 13 年 図書館全館システム関係，PC 貸出の他部署連携を担当 1 回
就職支援課課長 2 年 22 年 就職支援課全般を担当 2 回







































1998 年 2006 年 2010 年






総務業務，図書予算主管業務 ● ● ○ ○ ● ○
図書資料の除籍・廃棄統括業務 ● ● ○ ○ ● ○
図書館運営委員会関連業務 ● ● ○ ● ○




図書資料の選書 ● ● ○ ●
図書の発注 ● ● ○ ○ ○ ●
図書資料の受入・登録業務 ● ● ○ ○ ●
図書資料の目録作成・運用業務 ● ● ○ ●
雑誌の収集・登録・整理関連業務 ● ● ○ ●
閲覧
（本館）
開館・閲覧業務（昼間） ● ● ●
開館・閲覧業務（夜間・休日） ● ●




利用者サービス統括業務 ● ● ○ ● ○
情報リテラシー教育支援業務 ● ● ○ ● ○






開館・閲覧業務（昼間） ● ● ●
学部図書予算関連業務 ● ● ○ ●
利用者サービス統括業務 ● ● ○ ●
蔵書管理業務 ● ● ○ ●
学部図書業務 ● ● ○ ○ ●






開館・閲覧業務（昼間） ● ● ○ ●
学部図書予算関連業務 ● ● ○ ●
利用者サービス統括業務 ● ● ○ ●
蔵書管理業務 ● ● ○ ●
学部図書業務 ● ● ○ ○ ●
学部図書委員会関連業務 ● ● ○ ●






開館・閲覧業務（昼間） ● ● ●
学部図書予算関連業務 ● ● ●
利用者サービス統括業務 ● ● ●
学部図書業務 ● ● ●







図書資料の目録作成・運用業務 ● ● ●
図書資料の選書・受入・登録業務 ● ● ○ ●
雑誌の収集・登録・整理関連業務 ● ● ○ ●
開館・閲覧業務（昼間） ● ● ○ ●
学部図書予算関連業務 ● ● ○ ● ○
利用者サービス統括業務 ● ● ○ ● ○
蔵書管理業務（2006 年～自動書庫含む） ● ● ○ ● ○
レファレンスサービス ● ● ●
郊外 C 図書館運用委員会関連業務 ● ● ●









部署 非正規化した業務 業務のタイプ 非正規の形態






















　【事例 1-1 】で示した通り，Ａ大学の図書館は 2004 年度から本館閲覧業務を全面業務委託した











































（１５）　閲覧業務の担当は 2009 年 3 月 31 日まで旧委託先，翌日から新委託先となった。
（１６）　実際に委託先を変更する場合は，前述のような引継ぎに関連する複雑な仕事もこなす。






























利用支援課 業務委託先の業務管理（閲覧業務）【事例 1-2 】 〇 〇
学部図書館課
（別館 A）









全体 正課教育との連携【事例 1-3 】 〇
教務事務課
窓口業務（より高度な相談への対応）【事例 2-2 】 〇




















































































するため研修の充実が図られた（２３）。その結果，2014 年 5 月から監督職手前の一般職（3 級職，入職










管理・専門職能 1 等級 部長級，副部長級，課長級





























































































































































（２８）　Ａ大学では，嘱託社員，アルバイトといった有期の直接雇用の場合，雇用契約は 1 年単位で最大 3 年（2 回ま
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